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◎高齢者になっても暮らしやすいまち
◎車がなくても移動に困らないまち
◎まちに賑わいと活気のあるまち
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Sustainable Development Goals

1
公共交通の
活性化

2
公共交通
沿線地区への
居住誘導

3
中心市街地の
活性化

世界の課題や取り組み事例について調べてみよう。

旅 アト

□世界の巨大都市（人口1,000万人以上）にある課題
□スラム街の課題
□災害発生時のまちへの影響　など

□安心して暮らせる強いまちとは

SDGsゴールを自分の言葉で訳してみよう。

富山市の事例をもとに地域や世界に対して、自分でできることを考えてみよう。

身近な課題や取り組み事例について調べてみよう。

Sustainable Cities and Communities
Make cities and human settlements inclusive, safe, resilient and sustainable

〈参考：外務省訳〉 「住み続けられるまちづくりを」　包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する

年 組 名  前

考えてみよう。  調べてみよう。  わからないことを書き出してみよう。旅 マエ

まちなかで質の高い暮らしまちなかで質の高い暮らしLRT沿線居住誘導LRT沿線居住誘導

富山市は人口減少が全国的な課題と認識される前から、他都市に先駆けて、持続
可能な都市経営を実現するため、「公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクト
なまちづくり」というビジョンのもと、様々な分野の施策に取り組んできました。
そのイメージは「お団子と串の都市構造」です。「串」は公共交通を表し、「お団子」
は公共交通で結ばれた徒歩圏を表します。
このコンパクトなまちづくりを実現するための３つの柱となるのが、「公共交通の
活性化」「公共交通沿線地区への居住誘導」「中心市街地の活性化」です。「串」を
活性化させ、「お団子」に住まいやお店などを誘導し、地域の拠点に賑わいを持た
せようという政策で、３つの柱に沿った様々な取り組みが20年にわたって展開さ
れています。こうした取組の結果、便利な公共交通沿線に居住する人の割合は、
2005年の約28％から2021年現在は約39.9％まで上昇しています。2025年に
は約42％とすることを目標に、さらなる取り組みを進めているところです。

未来へつなぐコンパクトなまちづくり

▲お団子と串の都市構造の概念図 ▲富山市の施策の3本柱

□LRTの特徴、LRTの導入意義、目的を調べよう
□人口密度の低い都市の課題を考えてみよう



丸の内

荒町

諏訪川原

安野屋

グランドプラザ前
西町

西町

上本町

広貫堂前

地鉄ビル前
新富町

県庁前

電気ビル前

桜橋

中町（西町北）

インテック本社前

電鉄富山駅
・エスタ前

富山駅

国際会議場前

大手モール

富
山
中
央
郵
便
局

富
山
中
央
郵
便
局

• 松川遊覧船• 松川遊覧船

富山城・
郷土博物館
富山城・

郷土博物館

島川あめ店
(あめの駅）

池田屋安兵衛商店
(薬・まちの駅）

富山城址公園富山城址公園

富山市役所
展望塔
富山市役所
展望塔

中央通り

総曲輪通り

桜木町歓楽街千歳御門千歳御門

大
手
モ
ー
ル

地下道・地下広場

千
石
町
通
り

総曲輪商店街
そうそう がが わわ

中央通り商店街

富山港線
（岩瀬浜行）
富山港線
（岩瀬浜行）

神通大橋

神

通

川

ボルファート
とやま

市内電車
（環状線）
市内電車
（環状線）

市内電車
（富山大学前行）
市内電車

（富山大学前行）

市内電車
（南富山駅前行）
市内電車

（南富山駅前行）

秋水美術館秋水美術館

富山駅富山駅

奥田中学校前

赤江川

いたち川

いたち川

松川

富山北大橋

富山地方鉄道

富山地方鉄道

高志の国文学館高志の国文学館
県民会館県民会館

舟橋舟橋 常夜灯常夜灯

常夜灯常夜灯
富山県
教育文化会館
富山県
教育文化会館

魚津

ギャルリ・ミレー

北陸新幹線
北陸新幹線

あいの風とやま鉄道

あいの風とやま鉄道

JR高山本線
JR高山本線

富山大橋

富山県庁
サンシップ

富山市まちなか
観光案内所
富山市まちなか
観光案内所

市
民
プ
ラ
ザ

市
民
プ
ラ
ザ

ユ
ウ
タ
ウ
ン
総
曲
輪

ユ
ウ
タ
ウ
ン
総
曲
輪

マリエとやまマリエとやま

パティオ
さくら
パティオ
さくら

佐藤記念美術館佐藤記念美術館

タワー111

北陸電力

富山国際会議場富山国際会議場

←

あいの風とやま鉄道

あいの風とやま鉄道

電鉄富山駅電鉄富山駅

梅沢町3

きときと市場
とやマルシェ
きときと市場
とやマルシェ

富岩運河環水公園富岩運河環水公園

CiCビル
電鉄富山駅
・エスタ前

松川べり彫刻公園松川べり彫刻公園

お

オークスカナル
パークホテル前

お

ととやまととやま

県庁前公園県庁前公園

とやま観光案内所とやま観光案内所

日枝神社日枝神社

富山県
護国神社
富山県
護国神社

←

オーバード・ホールオーバード・ホール

龍谷富山高校前
（永楽町）

マルート

0 200 400m

見学のポイント
LRTネットワークをはじめとする持続可能なまちづくりの形成を学ぶ旅 ナカ Sustainable Development Goals

路面電車の停留場が富山駅構内になかったため、朝の通勤ラッシュ時
は、道路にはみ出して電車を待つなど危険な状態でしたが、雨などを気
にせず安全・快適な環境になりました。

駅には安全性の配慮から大きなシャンデリアなどは設置できないため、
床に特殊なガラスブロックを張り、天井から多彩な光を当て、反射光で
シャンデリアのような華やかさを演出。路面電車の停留場壁面も富山ガ
ラス工房が製作した工芸ガラスのピースをはめ込んだトランジット・ライ
ティング・ウォールで装飾しています。

●富山駅路面電車の今昔

●ガラスのまちづくり

中心市街地の活性化3

エコリンク 段ボール迷路

地鉄富山港線（旧富山ライトレール）

地鉄市内軌道線・環状線

路線バス

総曲輪レガートスクエア
（医療・福祉・健康の拠点）

タクシー
富山地方鉄道線

北陸新幹線

JR高山本線・あいの風とやま鉄道

TOYAMAキラリ
（富山市ガラス美術館・市立図書館）

まちなかに彩りを持た
せ、楽しく歩いてもら
うために花やバナー
（旗）を飾り、都市景観
の向上にもつなげて
います。

市民が富山市に愛着や
誇りを抱き、都市の認知
度とイメージを高めるこ
とを目的とした、シビック
プライドの醸成に向けた
キャッチコピー。
AMAZING：
驚くほど見事な様子

まちを観察しながら、気になったものを書いてみよう。

●フラワーハンギング、バナーフラッグ ●AMAZING TOYAMA ●とほ活
自動車に頼った生活から、歩く
生活への転換を促すための
キャッチコピーで「富山で歩く
生活」の略。歩数や公共交通の
利用などでポイントがもらえる
スマホアプリやベンチの設置な
ど、歩くきっかけや歩きたくな
る環境づくりを進めています。

グランドプラザ
総曲輪フェリオ（大和富山店）

シェアサイクル（アヴィレ）

ガラス美術館と市立図書
館等が入る複合施設。設計
は隈研吾氏（国立競技場
の設計者）、県産木材をふ
んだんに使用。

開館時からの来館者数
422万人（令和3年3月末）

●グランドプラザ（賑わい広場）

ま ち で 目 に 付 く 　 　 気 に な る ア レ コ レ！？

フロアシャンデリア トランジット・ライティング・ウォール

公共交通の活性化1 公共交通沿線への居住誘導2

リーディングプロジェクトとして実施されたのは廃線となることが
決まったJR富山港線を2006年にLRTとして再生・活性化させる
ものでした。ヨーロッパで導入されているような近代型の車両
は、低床で誰にも利用しやすく、停留場を短い距離で設け、運行
頻度を上げることで、新たな利用者を生み、高齢者の外出機会
創出にもつながっています。また既存路線の一部を延伸し、
①新たな環状線の運行（2009年）、②富山駅高架下への市内電
車の乗り入れ（2015年）、③富山駅内での富山港線と市内電車
とをつなげる南北接続（2020年）を実現しています。

◎全長15kmに渡るLRTネットワークの形成

まちなかの賑わい広場として中心市街地の活性化の拠点「グラン
ドプラザ」を整備しました。
雨が多い富山の気候に配慮しつつ、開放感を演出するガラスの
屋根のかかった全天候型の広場で、通常時は広々とした広場とし
て、イベント時には床下に収納されている倉庫がステージとなり、
電源や給排水を自由に使って多彩な催しができます。年間１００以
上のイベントが催され、休日はいつも賑わっています。平日はゆっ
たりと会話や読書を楽しむ風景が街の中に定着し、訪れる人の生
活の質の向上に繋がっています。
また、駅構内にも幅の広い自由通路を設け、イベントがしやすい
環境を整備し、駅利用者や来街者に駅での時間も楽しんでもらえ
るようにしています。
大手モールでは車を通行止めにし、ＬＲＴと歩行者だけが行き交う
トランジットモールとする社会実験も行われ、当日は通常時の５～
10倍の人出で賑わいます。
また、ガラスのまちづくりを象徴する「ガラス美術館」が市内中
心部の象徴的なエリアに開館し、図書館やカフェも併設した複合
施設で、市民と訪れる人が行き交う新たな賑わいの場となってい
ます。

◎まちなかの新たな日常づくり

大手モール（路面電車の環状線化）
約1.5km離れた富山駅と中心
市街地をぐるぐる回れるよう
にして、移動しやすく。

路線概要
開業日：平成21年12月23日
延　長：約0.9km

コンパクトなまちづくりの実現に向け、
「お団子」である居住推進地区へ緩やか
に居住を誘導するため、質の良い住宅を
供給する事業者や、住宅を新築・購入ま
たは賃貸で入居する市民に対して支援
しています。その結果、エリア内に多く
のマンション開発や、新規転入、転居が
起こってきています。

中心市街地にはホテルや
マンション、商業施設など
建物が次々と出来ている

改札を出ると、目の前に路面電車が見え、平面移動で（垂直移動
がない）様々な交通にアクセスができます。富山駅にアクセスす
る公共交通も、鉄道に新たな駅を設けたり、コミュニティバスや、
グリーンスローモビリティの運行を行い、活性化させています。
また、パリと同じタイプのシェアサイクル（アヴィレ）を23箇所に
設置し、気軽な移動をサポートしています。

◎新幹線と路面電車が立体的に交差する駅は
　世界でも珍しい！


